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３ 要旨
平成21年に福島県内の一部地域で生産されたひとめぼれで、玄米の背部に極小の黒点を生じた被害粒（以下、背

部黒点米）が発生した。被害の様相が斑点米カメムシ類による被害やくさび米等の既知被害粒とは異なるため、被害

様相の解析、県内の発生状況、品種間差異について調査した。

(1)被害は、玄米上のほぼ同一部位に発生し、背部維管束上のやや頂端寄りに黒点が生じる（図1）。

(2)被害部位の黒点は、種皮や胚乳にまで達しており、白米においても被害が残る（図２、３）。

(3)平成22年産作柄判定ほの玄米を調査した結果、38筆中28筆で被害粒数は極めて少ないものの背部黒点米の発

生が確認された（図４）。

(4)品種間差について試験した結果、ひとめぼれはコシヒカリより発生粒数が多かった（図５）。

図１ 玄米における背部黒点米の被害 図２ 白米における背部黒点米 図３ 白米の被害部位断面図

図４ 平成22年産県内水稲作柄判定ほにおける発生状況 図５ 背部黒点米の品種間差異
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◆：背部黒点米の発生ほ場割合

棒グラフ：背部黒点米の平均発生数

Welchの検定で１％水準で有意差あり。
エラーバー：標準偏差
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